全国ダンス・表現運動授業研究会　平成24年4月月例会　記録
2012.4.22
出席：午前から、恭子、宮本、なおみ、山下、栗原、熊谷、君和田、藤田、奥村、[笠井]、[津田]
　　　午後から、美和子、勢畑、相原（上野）、栗橋、松田、浅川
進行・記録：中村恭子
●午前ＷＧ議事報告
【報告事項】
１．松本千代栄先生4／25ご退院。大変お元気です。面会希望の方は有川先生に連絡し予約すること。
２．3月27,28日　合宿研修会（於：東海大学）報告
（1）概要（なおみ） 1日目 一般参加者92（内授業研から53）、学生37、東海大教員12　計141名
2日目 授業研関係参加者59、東海大からの参加者1、学生12　計72名
授業研関係参加者は2日間（両日参加、1日参加を含めて）で実数63名
 　　　　会場と人数配分、内容はちょうどよかった。運営面では皆と情報共有をすべきだった。
（2）参加者アンケート（藤田）多くは好印象。話し合いの時間が少なかったとの感想もあった。
（3）会計中間報告（山下）…月例会終了後に確認・修正した数字です。
①収入：参加費2日間50名×4,000＝200,000円、1日のみ14名×2,000＝28,000円、（辞退1名）
宿泊申込31名×8,500＝263,500円、東海大講師料30,000円　計521,500円
②支出：東海大参加費53名×2,000＝106,000円、東海大会場謝礼5,000円、学生昼食代12,000円、
宿泊費232,215円、宿泊1日参加辞退返金10,500円、宿泊費返金700円×30名＝18,200円、
井上さん謝礼5,000円、文具2,120円、要項発送9,800円、保険1,040円、記録送料5,600円、
計410,275円　　　　　　　　　　　　①－②　残金111,225円
③未精算：DVD製作費・発送費　　　※清算後に最終報告します。
（4）販売（奥村）書籍9冊×2,000＝18,000円、人間発達DVD6本×2,000＝12,000円、→特別会計へ
実技研修会DVD 6本×2,000＝12,000円（有川）、Ｔシャツ24枚×1,200＝28,800円（奥村）、
CDダンス学習指導法13枚×2,000＝26,000円（高野）、
書籍は1日目に大修館書店が2,000円で販売し、30冊以上売れていた。（書店販売は想定外）販売用に50冊購入したが2日目はあまり売れず、残部は東海大に実費で引き取ってもらった。
　　　保険費用80名1,050円で振込、63名の差額273円を仲介者が管理、7月実技研修会に補填。
（5）記録冊子（君和田）印刷終了、昼休みに帳合い（宮本）、製本、宛名書き、発送作業。
写真データCDを鈴木裕美子先生からいただいた。焼き付け費用として2,000円を支払おう。
（6）記録DVD（有川・電話確認）編集作業中、5月月例会には間に合わない。追って連絡する。
（7）その他、反省・検討事項
①内容：・発達別部会のテーマ「イメージを引き出す言葉かけ『夏が来た！』」は各発達に応じた指導の検討ができた。小グループに分かれたので皆が指導の実践ができて勉強になったと思う。
・「言葉かけ」はどの学習場面について検討するのか目的を明確にしておくともっと良かった。
・中高では初心者と進んだ段階の２つに分かれたが、初心者グループは自分たちで考えることができず、担当WGメンバーが進めていた。…仕方ないのではないか、それでも勉強になっただろう。
・発達別研修後の縦割り交流は初の試みだったが、全員が実践報告、意見を発言でき良かった。
・縦割りグループによって発表内容が異なっていたので、後に再度全体で確認する時間を設ける。
②運営：・運営を会場校にまかせっきりにせず、もっと責任を持ってやらなければいけない。
・アンケート用紙をきちんと作っておくべき。来年度は記録係が用意する。
　　・東海大や授業研の実技研修会を更新講習に適応できないのか？…かなり難しい。
③次年度：24年度の学体研が北海道、なおみ先生が助言者なので、その盛り上がりのまま3月に合宿をやれたらとの話が出ている。東海大継続案もあるが、このチャンスに北海道でやれたらいい。
３．本会計（熊谷）昨年度は36,822円繰越金があったので、特別会計からの補助金は3万円でいい。
年会費の納入2,000円を5月月例会までにお願いします。5月に来れない人は銀行振り込みで。
「三井住友銀行、多摩センター支店、普通、603910　授業研究グループ代表熊谷昌子」
４．名簿の確認（熊谷）住所・電話番号・メールアドレス等に変更がある場合は熊谷先生へ。
【審議事項】
１．年間計画（宮本）…4.22メール配信「2012授業研年間計画」参照
（1）24年度役割分担
＜総務＞○宮本：ＨＰ・会場、栗原：記録・会場、恭子：メーリス
　＜会計＞○熊谷：本会計・名簿、山下：特別会計、奥村：販売・保険、有川：DVD
　＜研究＞○なおみ：実技研修会、笠井：実技研修会、津田：実技研修会、君和田：合宿、藤田：合宿
（2）月例会・研修会・合宿スケジュールと内容（講義・実技）、進行・記録の担当者
（3）年間研究テーマ…昨年度の研究テーマを継続する
　　　①発達に応じた学習指導
　　　②現代的なリズムのダンスの授業づくり
（4）講義の予定　5月山下「教師生活40年」、6月恭子「ダンス教育の今」、9月宮本「教育現場での研究の進め方」、10月なおみ「教員養成におけるダンスのミニマムエッセンス」、11月栗原「小学校表現運動における低学年・中学年の発達の違い」、12月藤田「男子のダンス授業の取り組み」、1月熊谷「グループ学習について」、2月3月は研究部（なおみ・君和田・藤田）がまとめる。
（5）ＨＰには月例会の日程だけ載せる、会員専用ページに会場、月例会記録を載せる。
      更新したら一斉メールします。記録は2週間以内に栗原→恭子→全員メール→ＨＰにもアップ
２．6.30東京都女子体育連盟実技研修会、7.1授業研実技研修会について（なおみ）
（1）東京都実技研修会　講師：恭子「伝統のリズム、現代のリズム」会場未定（大江戸高校が有力）
（2）授業研実技研修会の内容…5月月例会に研究部が案を出し検討する。要項の大枠は昨年同様。
（3）要項発送作業を5月4日10時から芦花高校で行う。（勢畑、恭子、宮本、山下、栗原、藤田）
３．授業研究について
（1）科研費申請結果…宮本：採択30万、10月から授業実施、観察評価等をなおみ・恭子が協力。
山下：残念ながら不採択、高橋健夫ゼミの研究支援があるので実施する。
（2）日本教育公務員弘済会　学校5万、個人1万が比較的簡単にもらえる、申請締切8月31日。
【その他】
１．キューバ国際女子体育会議の案内（笠井）会議2013年4／10～13、申し込み案内5月連休あけ。
２．日本体育学会の組織委員会企画（なおみ）「ダンス・パフォーマンス」で授業研の発達DVDを見せるとか、授業形式の発表をお願いできないか…後援名義使用を承認。
３．東京都月例研究会の案内（なおみ・勢畑）5／19に大江戸高校で「よさこい鳴子踊り（恭子）」など、参加費無料。大江戸高校の下見を兼ねて是非ご参加ください。
４．日本女子体育連盟・ＳＳの案内（恭子）8／18～20　今年度から更新講習にも対応する。
●午後
【ＷＧ議事報告を含む】

１．自己紹介…新入会員：浅川典子先生（荒川区立汐入小学校）、
相原（上野）さつき先生ご結婚！おめでとうございます。
２．合宿感想
・自分で作品を作って踊ることを初めて経験し、楽しさを知った。参加して本当に良かった。（栗橋）
・小中高の発達段階の違いは分かったが、小学校内の発達について詳しく知りたかった。（浅川）
…小学校部会の人数が多ければ分かれられるのだが…11月栗原先生の講義を聞いてください。
・2日目午前中だけ参加。「序破急」の指導、作り方が分かった。経験して楽しさを感じた。（松田）
　・「夏が来た」中高進んだ段階の記録を担当。1年次にひと通り学習しての2年生に「夏が来た」を季節に合わせた応用バージョンでやってみたい。クラス作品につなげてみる。また、11月の10周年記念式典にダンス部が発表するので、四季をテーマに作品化しやすいと思った。（勢畑）
３．平成24年度の各校の授業計画…都合が合えば参観し合おう。事前予約が必要な学校もある。
　・勢畑：6月2週まで、月2限、火2限･午後、木2限･午後、金2限（9：25－10：10）など12コマ
　・藤田：女子中3～高3通年毎日、月中3、高3、火中3、など。中2男子は3学期
　・君和田：月１限、火午前、水午後アーティスト出前授業、木45限、20人程度の少人数制
　・恭子：前期木3限創作ダンス、通年木4限、金34限ダンス、現代的なリズムは6月から
　※5月月例会には、各自授業予定表を配布すること。
４．講義：発達別、学習段階別に応じた「言葉かけ」の内容（検討項目）の整理（栗原）
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　　　　合宿・発達別研修の反省を元に作成。今後は「感性」「心を動かす」あたりが研究課題。
５．合宿記録の製本・封入作業終了、発送は君和田先生にお願いした。
記録：栗橋
【実技】
「パティケークポルカ」　中村恭子先生
二人組　ジャンケンして勝ったほうが内側（女性のポジション）
初めは二人向かい合うだけ
足→右出して、引いて×２　１，２，３，４
　　　左出して、引いて×２　１，２，３，４
手→右たたく１，２，３　左たたく１，２，３　両手たたく１，２，３　ひざ１
右手組んでスキップ×８
男性はてのひらを上に向けて
女性はそのうえに手を置く
次は円にして、次の踊る人は左
「一周まわって次の人」
≪協議≫
・円を崩してスキップを４回にして新しい人を探す、チョコレートディスコ（パフューム）で踊ることも（高野）
・フォークダンスの良さが伝わればよい（宮本）
・簡単でよい（藤田）
・新しい人を探すことにすると人間模様が見える　余ってしまう人が出てくる（君和田）
・二人組は仕込めばできる（浅川）
・ほぐすチャンスになる（宮本）
「夏が来た」　宮本先生
「一人１つ夏について挙げてみよう」
「いいなぁとおもうものをデフォルメします」
１０秒くらい行う（３人組）「やる人はぱぱっと言ってから他の人は真似します」
「今やった面白いものを交流します」（６人組）
「６人の中から１つの作品を作ってみます」
「それに情緒的なものを掛け合わせます」
・かき氷→身を削ってかき氷に
・入道雲→怒り　　　など
「バージョンアップしたものが見えましたか？」
「何が良かったかちょっとだけ話し合って作品にしてみましょう」
・台風チーム
メラメラ、暑い感じの中で触るとやけどするぜというような恋、メラメラ・イライラ、最後は思い募って殺してしまう
・入道雲チーム
雲を眺める、雲の中を浮遊、どんどん暗雲が立ち込めて、稲妻が落ちる
※簡単なデッサンを２回、感情を掛け合わせるような言葉かけ、メインを練習、最初と最後を工夫する
≪協議≫
・出されたテーマから１こ→また深めるのは良かった
・同じテーマでそれぞれ出したものをつなげるのは難しい
・深める時の言葉かけが難しい
・勉強できる子は頭でこねくり回す
・２０秒でも一人でできる時間があると良い、各自でできる時間がほしい
・リーダーに続けだと慣れすぎたり、リーダーがいないと難しい
・どんどん案を出そうという時は気持ちが入りづらい
＜次回　予定＞
日時：５月１３日（日）
場所：お茶の水女子大学附属　小学校
内容：「実技研修会にむけて」　フォークダンス・イメージから動きを引き出す・リズムダンスなど
進行：山下
記録：相原（上野）
講義：山下「教師人生４０年を語る」
実技：中村恭子、栗原、宮本
※欠席の連絡は、中村恭子 k-nakamura@sakura.juntendo.ac.jp まで。
※宿題　5月月例会には、各自授業予定表を配布（20枚印刷）すること。
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